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平成２３年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成22年５月14日付当社「平成22年３月期 決算短信」にて発表いたしました平成23年３月期通期

（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。なお、下記の連結業績予想値には、本日付当社「連結子会社の事業年度の末日（決

算期）の変更に関するお知らせ」のとおり一部の連結子会社の決算期の変更に伴う影響額を含んでお

ります。 

記 

１．平成 23 年３月期 通期連結業績予想の修正等（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 

前回予想（Ａ） 

百万円

22,300

百万円

1,140

百万円

1,100

百万円 

632 

円  銭

8,796.89

今回修正（Ｂ） 24,401 1,434 1,453 869 12,094.20

増減額（Ｂ－Ａ） 2,100 293 353 237 ― 

増 減 率 9.4％ 25.7％ 32.1％ 37.5％ ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 

20,544 840 794 405 5,647.15

 

２．修正理由 

売上高については、決算期を変更した連結子会社の当期の事業年度が 15 ヶ月間となったこと

により売上高は 244 億 1 百万円（前回予想比 9.4％増）となる見込みです。 

また損益面においては、連結子会社の決算期変更による影響の他、訪問介護サービスにおける

稼働管理の取り組みによって業務効率が高まり収益力が向上したこと、並びに有料老人ホームや

ショートステイの居室稼働率が高まり、収益が安定的に向上したことにより、前回予想に比べ大

幅に改善し、営業利益は 14 億 34 百万円（同 25.7％増）、経常利益は 14 億 53 百万円（同 32.1％

増）、当期純利益は８億 69 百万円（同 37.5％増）となる見込みです。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報をもとに作成しており、実際の業績は、

今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があることをご留意下さい。 

以 上 


